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台数の 1 割を切っているが，マレーシア，タイ，北米，欧州等の地域でカラーテレビの 7 割以上を
生産している．VTR や DVD 録画再生機についても大半が海外での生産である．高技術が必要な製
品を国内で生産し，量産品は海外で生産する傾向がみられ，電機 3 社の生産のグローバル化は進ん















表 1　自動車 3 社の 2007 年 1–6 月の乗用車生産台数（単位：台）
国内生産（比率％） 海外生産（比率％） 合計
トヨタ自動車 2,111,230（50.0） 2,109,306（50.0） 4,220,536
日産自動車 541,678（32.9） 1,105,254（67.1） 1,646,932
ホンダ 675,817（34.5） 1,280,280（65.5） 1,956,097




















2005 年度の営業利益は，海外は 5 兆 677 億円，国内は 12 兆 1,078 億円と，海外より国内の営業利
益の方が大きい．しかし，前年度比の伸び率では，海外の営業利益の伸び率が国内を上回っている．
すなわち，海外は前年度比 21％増加して過去最高益を更新した．これに対して，国内は 14％の増
加であった．営業利益総額のうち海外が占める比率は 5 年前の 2000 年度と比べ 12％増加した．5
年間で 17.5％から 29.5％へと海外が占める比率は上昇し，利益のグローバル化は推進されている．
海外の営業利益の地域別集計結果によると，米州の営業利益は前年度に比べ 20％増加し，2 兆
1,427 億円と過去最大である．アジア・オセアニアの営業利益は 1 兆 6,010 億円と 23％増加した．
欧州の営業利益は 16％増の 7,058 億円である．海外では米国の占める比率が高いが，利益の伸び率
はアジア・オセアニアが高い．海外の営業利益の業種別集計結果によると，トヨタ自動車，日産自
動車，ホンダの自動車 3 社は，海外営業利益の多い順企業ランキングで上位 3 位を独占した．3 社
1） 日本経済新聞社は，上場企業が 2005 年度に獲得した国・地域別営業損益（連結ベース）を集計した．集
計対象は全国上場企業（金融，新興 3 市場を除く）564 社で，決算短信で開示した所在地別の営業損益（内
部取引消去前）をもとに，世界各国・地域に本社・子会社を置く企業の営業損益を国・地域別に集計してい
る（日本経済新聞社，2006.7.12，p. 1）．
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きな影響を受ける業種，企業である．大手自動車 8 社の 2007 年 3 月期決算について，為替レート
変動による利益への影響を日本経済新聞社の資料（表 2 参照）に基づいて以下みてみたい（日本経
済新聞社，2007.5.19，p. 15）．
大手自動車 8 社の 2007 年 3 月期決算の営業利益は合計で約 4 兆 3,000 億円であり，前期比約 3,300
億円の増益であった．しかし，2007 年 3 月期決算の平均為替レートは 1 ドル＝約 117 円，1 ユー
ロ＝約 150 円で，前期の決算レートと比較するとドルで 4 円，ユーロで 12 円の円安で，豪ドルや
アジア通貨に対しても円安であった．円安により 2007 年 3 月期決算の利益は増加した．円安によ
る利益への増加額は 8 社合計で約 6,100 億円である．大手自動車 8 社合計の 2007 年 3 月期決算の














キヤノンは連結売上高全体に対するユーロ建て比率が 3 割を超えて高く，ユーロに対して 1 円の
円安は年間で営業利益を 43 億円増加させる．キヤノンは想定為替レートを 1 ユーロ＝ 138 円を前
提に 2007 年 3 月期の年次利益計画を作成している．2006 年 7 月 20 日時点の 1 ユーロ＝ 147 円が
続くと仮定して計算すると，当初の利益計画より約 400 億円の連結利益の増額となる．トヨタ自動
車は対ユーロで 1 円の円安で 66 億円の増益である．想定レートを 1 ユーロ 135 円で 2007 年 3 月


















トヨタ自動車 22,386 3,603 2,900 703
ホンダ 8,518 ▲ 170 1,255 ▲ 1,425
日産自動車 7,769 ▲ 949 708 ▲ 1,657
マツダ 1,585 350 400 ▲ 50
スズキ 1,329 190 401 ▲ 211
ダイハツ工業 543 57 97 ▲ 40
富士重工業 479 ▲ 104 138 ▲ 242
三菱自動車工業 402 334 204 130
合計 43,011 3,311 6,103 ▲ 2,792
出所：日本経済新聞社（2007.5.19），p. 15 に一部加筆．






























































































年利益計画を例にとるならば，最終年度である 3 年後の利益計画，2 年後の利益計画，初年度の利
益計画という形で作成される．3 年間の中・長期利益計画といっても，一般的には単年度ごとに計
画される場合が多い．しかし，3 年後，2 年後の利益計画と初年度の利益計画では，利益計画の中








を有効適切に表現するための企業の 3 カ年連結中・長期利益計画計算書を例示すれば，表 3 のよう




表 3 の連結中・長期利益計画計算書の初年度（第一年度）分について，事業 2）別，国・地域別
に利益計画を作成するのに役立つ連結利益計算書を示すならば表 4 のように，国・地域別，会社別
に利益計画を作成するのに役立つ連結利益計算書を示せば表 5 のように示すことができる．表 4，
表 5 を参考にして別の形で作成すると，各種の様式のグループ連結のグローバル利益計算書が作成
できると考えられる．













項目 3 年目 2 年目 初年度 今年度
売上高 ×× ×× ×× ××
変動費 ×× ×× ×× ××
限界利益 ×× ×× ×× ××
固定費
短期固定費 ×× ×× ×× ××
長期固定費 ×× ×× ×× ××
当期利益 ×× ×× ×× ××























事業・本社 A 事業 ・・ N 事業
本社 合計
国・地域 A 国・・N 国 計 ・・ A 国・・N 国 計
売上高 ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
変動費 ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
限界利益 ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
事業への帰属固定費
短期固定費 ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
長期固定費 ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××






























界的に考える場合にも表 4，表 5 の計算書は役立つ．
表 5　国・地域別，会社別連結利益計算書







A 社・・N 社 A 社・・N 社
売上高 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
変動費 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
限界利益 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
短期固定費 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
長期固定費 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××
当期利益 ×× ××・・×× ×× ・・ ××・・×× ×× ××









































日本経済新聞社（2007.5.19）「自動車 8 社の前期営業益，円安効果 6,100 億円に」『日本経済新聞』，p. 15.




Yielding Larger Profit Margins from a Global Point of View
Susumu ITO
ABSTRACT
This paper examines the methods that yield larger profit margins in Japanese companies. It deals 
with the management that can yield larger profit margins from a global point of view. Cost reduction and 
larger aggregate sales revenues make it possible to yield larger profit margins. In cost reduction, we try 
to reduce our costs by the division of labor in the globe. To reduce manufacturing costs in the globe, top 
management must select the countries in which we can manufacture products or parts at the lowest 
cost. In order to yield larger aggregate sales revenues, it is important to bring products to market in the 
globe. Management must prepare the overall profit plans that can yield larger profit margins from a 
global point of view. In order to do so, profit plans for segments and divisions are integral parts of 
company wide planning. The contribution margin form of income statement helps in bringing out 
information that is significant for such profit planning.
